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我々は過去に、眼付属器に発生する IgG4 関連疾患（IgG4-RD）と濾胞辺縁帯リンパ腫（MZL）
の関連性について報告した。しかし、これらの疾患の背景にあるサイトカイン発現や、背
景に IgG4 陽性細胞を伴う濾胞辺縁帯リンパ腫（IgG4-associated MZL）ついてのサイトカイ
ン発現パターンは報告されていない。今回の研究において、IgG4-RD、IgG4-associated MZL、
および背景に IgG4 陽性細胞を伴わない濾胞辺縁帯リンパ腫（IgG4-negative MZL）の 3 群を
対象とし、T helper 2 （Th2）と regulatory T-cell （Treg）に関連する各種サイトカイン mRNA
の発現についてリアルタイム PCR 法を用いて解析を行った。 
IgG4-RD と IgG4-associated MZL におけるインターロイキン(IL)-4、IL-10、IL-13、
transforming growth factor  (TGF)-β1、FOXP3 の mRNA は IgG4-negative MZL と比較してい
ずれも発現が亢進していた （p< 0.05）。すなわち IgG4-RD と IgG4-associated MZL は同様の
サイトカイン発現パターンを示していた。 
この結果は、MZL の一部は IgG4-RD を背景として発生する可能性があるという我々の仮
説を支持するものであった。また、IgG4-assiciated MZL は IgG4-negative MZL と異なるサイ
トカイン mRNA 発現パターンを示しており、病因が異なる可能性が考えられた。 
